
新しいシェイクスピア劇の創造事業　水戸芸術館プロデュース公演
『ロミオとジュリエット』　上演のお知らせ

　  2025 年 8 月 7 日
水戸芸術館 演劇部門報道関係各位

【お問合せ】 水戸芸術館 広報係 （担当：山本、竹之内） Tel. 029-227-8111
　　　　　 〒310-0063 茨城県水戸市五軒町 1-6-8　https://www.arttowermito.or.jp/

新しいシェイクスピア劇の創造事業　水戸芸術館プロデュース公演
『ロミオとジュリエット』

【日時】 9/20（土）・27（土） 18:30開演 （夜割対象）
　　　   21（日）・23（火・祝）・27（土）・28（日） 13:00 開演
　　   ★21（日）・23（火・祝）は終演後にバックステージツアーを開催

【会場】 水戸芸術館  ACM 劇場
【料金】 全席指定／一般 4,000 円、18 歳以下 1,000 円、夜割 2,500 円
【翻訳】 小田島創志
【演出】 大澤 遊
【振付･ステージング】 根本紳平（水中めがね∞）
【出演】 大石英玄（文学座）、伊海実紗、鈴木勝大、高畑こと美
　　　 伊藤ナツキ、今井公平、西奥瑠菜、八頭司悠友
　　　 塩谷 亮、大内真智、小林祐介（以上劇団 ACM）
　　　 松田洋治

【チケット取扱い】 水戸芸術館（9:30 ～ 18:00 ／月曜休館）
　［窓口］ エントランスホール内チケットカウンター
　［電話］ チケット予約センター Tel. 029-225-3555
　［Web］ https://www.arttowermito.or.jp/ticket/

好評発売中

水戸芸術館 ACM 劇場では、新しい翻訳と演出によってシェイクスピア劇を創造するシリーズの一環とし
て、シェイクスピア最大の恋愛悲劇『ロミオとジュリエット』を上演します。

翻訳を手がけるのは、現代劇、古典劇ともに高い評価を獲得する気鋭の若き翻訳家・小田島創志。今回の『ロ
ミオとジュリエット』で描かれる名門家同士の争いは、現代にも通じるところがあり、物語が持つ普遍的な
世界観をより鋭く体感できることでしょう。

演出は、小田島とこれまで数々のタッグを組んできた演出家・大澤 遊。今年 1 月には当館プロデュース
公演『世界のすべては、ひとつの舞台～シェイクスピアの旅芸人～』でも、古典と現代を横断する舞台を創
り上げました。本作でも、新たな解釈と演出により、普遍的な愛の物語をいまこの時代に問いかけます。

振付・ステージングは、水戸市出身のダンサーで振付家の根本紳平が担当。ダンスカンパニー「水中め
がね∞」での活動をはじめ、NHK 紅白歌合戦オープニングムービーや数々のアーティストの MV を手掛け
てきた根本が、舞台の身体表現に新たな光を与えます。

ロミオ役には、文学座準座員の若手俳優・大石英玄を、ジュリエット役には新国立劇場演劇研修所修了
の伊海実紗を抜擢。フレッシュな才能に加え、松田洋治、鈴木勝大、高畑こと美、そして専属劇団 ACM の
ベテラン俳優陣により、新しい息吹を感じさせる新しいシェイクスピア劇を目指します。

つきましては、ぜひ貴媒体にて取材・ご掲載のほど、よろしくお願い申し上げます。


